
ガス代謝能力をもつ微生物を対象とした
微生物生態学的研究とバイオマテリアル生産への応用 

背景

• 培養株が存在する微生物種が45門あるのに対し
培養株が存在しない候補門も45門(Pallen, 2024)

• 利用可能な培養株とゲノム情報は80%以上が4門に偏る
(Rinke et al., 2013)

➢ 新たな微生物培養技術の開発が必要

「天狗の麦飯」ではガス代謝能力をもつ系統が優占

メタゲノム解析に基づき新規ガス資化細菌を分離
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ゲノム情報

分離株

門レベルでみた微生物資源の内訳

Pseudomonadota Actinomycetota Bacillota
Bacteloidota Mycoplastatota Spirochaetota
その他細菌 古細菌

地球上に存在する生物多様性に対して利用可能な微生物資源はごく一部

➢ガス代謝能力が示唆される系統が優占

研究課題１

➢メタゲノムではガス代謝関連遺伝子の出現頻度が有意に高い

研究課題２

Rinke et al. (2013)より作成
川村(1916)加藤ら(1934)

• 「天狗の麦飯」とは長野県だけに産出する難培養微生物の塊
• 大正～昭和中期にかけて科学的な研究の対象とされるも

微生物の種類やバイオマスの形成メカニズムなどは未解明
• 産地周辺で発生する火山ガスや天然ガスとの関連が指摘されていた

➢ 本研究における微生物資源の探索対象とした

メタン酸化

硫化水素酸化

水素酸化

二酸化炭素固定

• ガス環境を模した培養装置を作成し分離培養実験を実施
• N2:89%, O2:1%, CO2:10%, H2:5000ppm 程度を維持

• Methylocella属のメタン酸化細菌の分離に成功
• 「天狗の麦飯」を構成する微生物と形態的に類似 
• 分離株はガス環境と無機塩類のみで増殖

➢ 分離株は水素と二酸化炭素からバイオマスを形成する能力をもつことを示唆

今後の展望
• ガス代謝能力をもつ微生物を標的とした培養技術の確立
• 未培養・難培養微生物の探索とカルチャーコレクションの拡充
• 培養技術と培養株をバイオマテリアル生産へ応用
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